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「ICTを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

江戸川大学／学部学科構成 ２学部６学科 ＊( )内は学年定員数

①社会学部／人間心理学科（１１０名）
現代社会学科（８０名）
経営社会学科（１２０名）

②メディアコミュニケーション学部
マスコミュニケーション学科（１００名）
情報文化学科（８０名）
こどもコミュニケーション学科(６０名）

１学年定員数（５５０名） １年生～４年生（２,２００名）

★学内ネットワークの充実
１人１台ノートパソコンの配布



「ICTを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

情報文化情学科の教育目標:カリキュラム＆ディプロマポリシー

(A) 問題発見・解決能力・新しい価値観の創造

(B) 情報通信技術と語学（英語中心）に関する基本的な知識と技能の修得

(C) グローバル社会の変化に柔軟に対応できる知性と行動力を培う



「ICTを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

情報文化学科の特色：アクティブ・ラーニング

2006年に開設：当初の教員構成（学内の英語＆情報教育に携わる教員）
情報教育研究所／語学教育研究所

2016年の現在：学科の語学・情報教育に特化
情報教育研究所
語学教育研究所の廃止
★基礎教養におけるグローバル化に積極的に対応する語学教育の刷新・改革

★語学系と情報系との連携（グローバル社会における情報化・国際化）
≪語学系教員と情報系教員の研究・教育に関する相互理解を深め
新しい価値観を共有し、教育に反映させる≫

学科必修科目：情報文化基礎（1年）、演習実習（2年）、
専門ゼミナール（3年）、卒業論文（4年）

英文デジタル絵日記（2007年度より現在まで）
卒業論文の英文アブストラクト



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

英文デジタル絵日記（1年生）



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

言語と文化：喫茶とコミュニケーション（2年生）



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

情報文化学科瓦版 卒論アブストラクト

卒論タイトルの例
・マイクロソフトの成功の鍵
・深層WEBの危険性と有用性
・字幕翻訳に関する社会学的研究：戸田奈津子の場合
・IoT（モノのインターネット）がもたらす生活の変化とセ
キュリティに対する考察
・3Dプリンタの進展と今後の展望
・インターネット時代の著作物が抱える今日的問題



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

学園祭における学科展示

≪学生作品（1年生＆2年生は全員）の展示≫

・学生（学年、学科の枠を超えた）相互、及び学生と教員とのつ
ながり、意見交換

・父兄及び地域社会の人々とのつながり

・他学科の教職員とのつながり

・企業（卒業生の勤務先）との繋がり

・オープンキャンパス（学生募集）



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

学科キャリア教育：新聞を読む、挨拶をする、四則計算・漢字に強くなる、
情報系資格・英語系資格（英検3級全員合格）

格・英語系資格（英検3級全員合格）



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

英語教育における今後の課題

（１）グローバル時代における<Writing>の位置づけ
江戸川女子短期大学（1985～2000）時代に発行していた英文エッセイ

集：general theme, specific theme, summaries of graduation papers
（50～400words)

各種検定英語、海外留学に対するだけが英語教育なのか？
フリートーキング、 フリーライティングに慣れない学生をどうするか？
留学生の日本語教育と日本人学生の英語教育との違いは何か？
英語力（資格試験の得点）と人格的な成長が比例する教育方法は何か？

（２）異分野との連携が日常化する時、
教員の専門性は？



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成する学びの仕組み」の提案

課題解決に向けての提案

★学科内だけでなく全学的に、教育内容・組織構成を見直し、英語教育の位
置づけ、そして、教育内容を分野を越えて話し合う。

アドミッション・ポリシー ／ カリキュラム・ポリシー／ディプロマ・ポリシー

定員確保を大前提とする学科 ｖｓ. 学生募集に直接関与しない基礎教養

（学生の実態を無視できない）

★新しい研究・教育分野開発のための調査・研究

（１）教育目標・実施方法の恒常的な見直し：ＩＣＴを用いて多様な価値観を共

有し、そして、新しい価値を創造するため

（２）学生支援の充実（補習授業、報奨金など）

（３）海外提携大学との安定（？）した関係



「ＩＣＴを用いて多様な価値観の共有を醸成するための学びの仕組み」の提案

ご清聴ありがとうございます。


